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〔
政

令
〕

〇
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在

勤
基
本
手
当
の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控

除
額
及
び
限
度
額
並
び
に
子
女
教
育
手
当

に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
六
六
）

〇
金
融
商
品
取
引
法
の
審
判
手
続
等
に
お
け

る
参
考
人
及
び
鑑
定
人
の
旅
費
及
び
手
当

に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
六
七
）

〇
公
認
会
計
士
法
の
審
判
手
続
に
お
け
る
参

考
人
及
び
鑑
定
人
の
旅
費
及
び
手
当
に
関

す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
六
八
）

〇
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備

等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
六
九
）

〔
府
令
・
省
令
〕

〇
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編

制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
内
閣
府
・
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
一
）

〔
省

令
〕

〇
研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
外
務
四
）

〇
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
厚
生
労
働
三
〇
）

〇
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
同
三
一
）

〇
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
同
三
二
）

〇
植
物
防
疫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
農
林
水
産
二
三
）

〇
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
経
済
産
業
二
九
）

〇
経
済
産
業
省
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
同
三
〇
）

〔
告

示
〕

〇
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
会
計
基

準
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
内
閣
府
六
八
）

〇
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
第
十
九
条
第

一
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
主
務
大
臣

の
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
内
閣
府
・
財
務
二
）

〇
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備

等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
第
五
十

七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
率
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
厚
生
労
働
七
五
）

〇
雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
四
項
に
規
定

す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件

（
同
七
六
）

〇
雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
同
七
七
）

〇
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定

に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件（
同
七
八
）

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

東
北
地
方
整
備
局
公
示（
東
北
地
方
整
備
局
）

関
東
地
方
整
備
局
公
示（
関
東
地
方
整
備
局
）

北
陸
地
方
整
備
局
公
示（
北
陸
地
方
整
備
局
）

中
部
地
方
整
備
局
公
示（
中
部
地
方
整
備
局
）

近
畿
地
方
整
備
局
公
示（
近
畿
地
方
整
備
局
）

中
国
地
方
整
備
局
公
示（
中
国
地
方
整
備
局
）

四
国
地
方
整
備
局
公
示（
四
国
地
方
整
備
局
）

九
州
地
方
整
備
局
公
示（
九
州
地
方
整
備
局
）

北
海
道
開
発
局
公
示
（
北
海
道
開
発
局
）

沖
縄
総
合
事
務
局
公
示（
沖
縄
総
合
事
務
局
）

〇
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に

関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
新
規
化
学
物
質
の
名
称
を
公
示
す

る
件（
厚
生
労
働
・
経
済
産
業
・
環
境
二
）

〇
植
物
防
疫
法
施
行
規
則
別
表
二
の
付
表
第

七
十
の
規
定
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
か

ら
発
送
さ
れ
、
他
の
地
域
を
経
由
し
な
い

で
輸
入
さ
れ
る
ハ
ス
種
の
ア
ボ
カ
ド
の
生

果
実
に
係
る
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基

準
を
定
め
る
件
（
農
林
水
産
五
八
八
）

〇
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す

る
省
令
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
若
し
く

は
漁
業
取
締
り
そ
の
他
漁
業
調
整
の
た
め

必
要
と
認
め
て
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
方

法
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
五
八
九
）

〇
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
に
関

す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
経
済
産
業
七
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
二
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
一
五
〜
一
七
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
二
五
、
二
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
沖
縄
総
合
事
務
局
七
〜
一
〇
）

◇
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当

の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に

子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
六
号
）（
外
務
省
）

１

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
に
支
給
す
る
在

勤
基
本
手
当
の
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第

一
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
金
融
商
品
取
引
法
の
審
判
手
続
等
に
お
け
る
参
考
人
及

び
鑑
定
人
の
旅
費
及
び
手
当
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
七
号
）（
金
融
庁
）

１

参
考
人
の
日
当
の
最
高
額
を
八
、〇
〇
〇
円
か
ら
八
、

〇
五
〇
円
に
、
鑑
定
人
の
日
当
の
最
高
額
を
七
、
六
〇

〇
円
か
ら
七
、
六
五
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
公
認
会
計
士
法
の
審
判
手
続
に
お
け
る
参
考
人
及
び
鑑

定
人
の
旅
費
及
び
手
当
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
政
令
第
六
八
号
）（
金
融
庁
）

１

参
考
人
の
日
当
の
最
高
額
を
八
、〇
〇
〇
円
か
ら
八
、

〇
五
〇
円
に
、
鑑
定
人
の
日
当
の
最
高
額
を
七
、
六
〇

〇
円
か
ら
七
、
六
五
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

◇
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施

行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
九
号
）

（
厚
生
労
働
省
）

１

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改

正
前
の
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
等
の
額

に
つ
い
て
、
そ
の
支
給
の
原
因
と
な
っ
た
疾
病
等
の
発

し
た
日
が
平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
以
前
で
あ
る
場
合

に
は
、
賃
金
水
準
の
変
動
に
応
じ
て
そ
の
改
定
を
行
う

こ
と
と
し
た
。（
第
五
七
条
の
二
第
一
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。
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